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消
防
最
前
線

▼
西
は
り
ま
消
防
組
合
た
つ
の
消
防
署
（
☎
63
・
３
５
１
１
）

国　 民　 年　 金
学都たつのの輝きと歴史・文化が薫るまちを目指して

まなぶ

　８月28日にたつのGIGAスクール保護者向け体験会と講演会を開催しました。また、一緒に来た小学生を対象に
プログラミング体験教室も行いました。
　体験会に参加した保護者は、普段子どもが使っているタブレットをわくわくどきどきした様子で体験しました。
慣れない操作に戸惑いながらも、真剣にタブレットに向き合う保護者や、別々のタブレットを使用しながら共同作
業ができる良さを体験し、驚きの表情を浮かべる保護者など、興味津々で操作する姿が見られました。講演会で
は、園田学園女子大学 堀田博史教授から、これからの情報化社会におけるタブレット活用の意義について講話が
ありました。参加した保護者は、一生懸命メモを取りながら話に聴き入っていました。体験や講演を通して、タブレッ
トの活用方法や必要性を知り、「子どもがタブレットをどのように使っているんだろうという不安な気持ちが和ら
いだ。積極的に活用できるように応援していきたい」との感想が寄せられました。
　プログラミング体験教室に参加した児童は、思い思いに自分たちの好きな絵を描き、「キャラクターをどのように動
かそうかなあ」と試行錯誤しながらプログラムを考えました。自分の思い通りにキャラクターが動いた時には、満面の
笑みがこぼれていました。
　今後は、子どもが主体的に、
さまざまな人と対話して、深い
学びを実現できるよう、家庭学
習においてもタブレット活用が
できるように取り組みを進めて
いきます。

▶小中一貫教育推進課（☎64・3020）
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人
権
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
て

　
　
　 

−

学
ぼ
う
人
間
の
尊
厳

−

兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
大
会

西
播
磨
地
区
大
会

　
８
月
21
日
（
日
）、
３
年
ぶ
り
に
兵

庫
県
人
権
教
育
研
究
大
会
西
播
磨
地

区
大
会
が
、
た
つ
の
市
の
赤
と
ん
ぼ
文

化
ホ
ー
ル
、
青
少
年
館
、
龍
野
西
中
学

校
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
分
科
会
の
み
の
開
催
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
西
播
磨
各
地
よ
り
参
加

者
が
集
い
、
16
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
つ

の
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、

①
人
権
・
同
和　
小
学
‐
低

揖
西
東
小
学
校
「
互
い
を
認
め
合

い
、
高
め
合
う
集
団
を
め
ざ
し
て
」

②
障
が
い
の
あ
る
人
と
人
権

龍
野
小
学
校
「
自
己
肯
定
感
を
高

め
る
授
業
づ
く
り
」

③
高
齢
者
の
人
権
と
福
祉

東
栗
栖
小
学
校
「
互
い
を
認
め
合
い

助
け
合
っ
て
共
に
生
き
よ
う
と
す
る

児
童
を
育
て
る
た
め
に
」

④
地
域
を
つ
な
ぐ
自
主
活
動

た
つ
の
市
民
主
化
推
進
協
議
会

揖
保
川
ブ
ロ
ッ
ク
河
内
支
部
「
人

権
・
共
生
感
覚
を
磨
き
あ
う
河
内

地
区
を
つ
く
ろ
う
」

⑤
啓
発
活
動　
企
業
・
職
場

森
口
製
粉
製
麺
株
式
会
社
「
企
業

に
お
け
る
人
権
啓
発
の
取
組
」

⑥
人
権
文
化
の
創
造

た
つ
の
市
民
主
化
推
進
協
議
会

龍
野
ブ
ロ
ッ
ク
揖
西
支
部
「
個
人
の

自
由
と
平
等
を
大
切
に
す
る
人
権

文
化
を
す
す
め
、
す
べ
て
の
住
民
の

人
権
を
守
る
、
ふ
れ
あ
い
・
結
び
あ

い
の
揖
西
町
を
築
こ
う
」

以
上
の
６
本
の
レ
ポ
ー
ト
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

学
校
教
育
と
社
会
教
育
ど
ち
ら
の

報
告
も
参
加
者
に
と
っ
て
大
変
有
意

義
な
内
容
で
あ
り
、
多
く
の
共
感
を
得

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
９
月
24
日
（
土
）
に
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
た
兵
庫
県
人
権

教
育
研
究
大
会
中
央
大
会
（
尼
崎
市
）

で
は
、
西
播
磨
地
区
を
代
表
し
て
、
龍

野
小
学
校
と
、
た
つ
の
市
民
主
化
推
進

協
議
会
揖
保
川
ブ
ロ
ッ
ク
河
内
支
部

の
２
団
体
が
実
践
報
告
を
さ
れ
、
県
内

に
本
市
の
取
り
組
み
を
広
め
ま
し
た
。

▼
人
権
教
育
推
進
課

（
☎
64
・
３
１
８
２
）

　国民年金は、日本国内に住所がある20歳以上60歳未満の方すべてが
加入する制度です。
　届け出を忘れると、将来受け取る老齢基礎年金額が少なくなったり、受
けられなくなる場合があります。
　次のようなときは市役所へ届け出が必要です。忘れずに届け出をしま
しょう。

●60歳になるまでに会社などを退職したとき（厚生年金や共済組合を脱退したとき）
●収入が増え、配偶者の被扶養者でなくなったとき
●配偶者が退職し、被扶養者でなくなったとき
●離婚し、被扶養者でなくなったとき

　なお、厚生年金や共済組合に加入したときは勤務先へ、また厚生年金や共済組合加入者の配偶者の被扶養者になっ
たときは、配偶者の勤務先へ届け出をしてください。

国民年金保険料9月分
▶口座振替日 10月31日（月）
　定額１カ月 16,590円
　付 加 つ き 16,990円

　現金納付の方もお忘れなく、10月31日
（月）までに、金融機関、郵便局、コンビ
ニエンスストアで納めてください。

忘れないで　こんなときには届け出を

【
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト
】

出
火
防
止

□ 

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に

し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

□ 

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に

燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

□ 

こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
。

□ 

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

□ 

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置

の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

早
期
覚
知
対
策

□ 

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を

定
期
的
に
点
検
し
、

10
年
を
目
安
に
交
換

す
る
。

　
「
未
来
の
防
火
救
命
リ
ー
ダ
ー
育
成

講
座
」
を
８
月
９
日（
火
）・
10
日（
水
）

の
２
日
間
、
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象

に
開
講
し
ま
し
た
。

訓
練
の
様
子

　
消
防
訓
練
で
は
、
空

気
呼
吸
器
の
着
装
訓

練
、
防
火
衣
の
早
着
替

え
対
決
、
放
水
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
救
助
訓
練
で
は
、
８
ｍ

の
高
さ
か
ら
の
降
下
訓

練
や
、
20
ｍ
の
ロ
ー
プ
を

渡
る
訓
練
を
行
い
、
歯
を

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

2022年１月１日からの

市内の災害状況
（9月20日現在）

食
い
し
ば
り
な
が
ら
ロ
ー
プ
と
格
闘
す

る
姿
に
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
救
急
訓
練
で
は
、応
急
担
架
の
作
成
、

三
角
巾
法
、
心
肺
蘇
生
法
を
実
施
し
ま

し
た
。
命
を
守
る
た

め
の
知
識
や
技
術
を

身
に
つ
け
、
命
の
大

切
さ
を
感
じ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

情
報
指
令
室
見
学
の
様
子

　

初
め
て
見
る
情
報
指
令
室
に
興
味

津
々
の
受
講
生
。
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
が
、
大
画
面
に
映
し
出

さ
れ
、
１
１
９
番
模
擬
通

報
を
目
の
前
で
見
学
で
き

た
こ
と
は
貴
重
な
経
験

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
今
回
参
加
し
た
10
名
の
受
講
生
は
、

学
校
や
学
年
、住
む
地
域
も
異
な
る
な

か
で
、共
に
学
び
、共
に
汗
を
か
き
、絆

を
深
め
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
今

回
の
経
験
を
糧
に

地
域
や
社
会
で
防

火
や
救
命
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

未
来
の
防
火
救
命

リ
ー
ダ
ー
誕
生
！

▶姫路年金事務所国民年金課（☎079・224・6382）
▶国保医療年金課（☎64・3240）	 ▶●新地域振興課（☎75・0253）
▶●揖地域振興課（☎72・2523）	 ▶●御地域振興課（☎322・1451）

２
０
２
２
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
ま
り

火
の
用
心
」

　
11
月
９
日（
水
）か
ら
15
日（
火
）ま
で

の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に
「
秋
季
火
災

予
防
運
動
」が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
住
宅
火
災
か

ら
い
の
ち
を
守
る
た

め
の
対
策
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

延
焼
拡
大
防
止

□ 

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋

を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
お
よ
び

カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

初
期
・
早
期
消
火
対
策

□ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
等
を

設
置
し
、
使
い
方

を
確
認
し
て
お
く
。

早
期
避
難

□ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常

に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

近
隣
と
の
協
力
体
制
を
構
築

□ 

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪

問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の

防
火
対
策
を
行
う
。

西播磨地区大会
分科会での討議

たつのGIGAスクール保護者向け体験会＆講演会
小学生対象「プログラミング体験教室」の開催

保護者向け体験会 プログラミング体験教室

西はりま消防組合ホームページのご案内
https://fd-nishiharima.jp/

災害情報案内（自動音声案内）
☎0791・76・7150

休日・夜間病院案内（自動音声案内）
☎0791・76・7160

火災 16件 救急 2,677件 救助 61件
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